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か
ふ
え
た
場
合
は
、
交
付
額
が
決

定
し
た
際
に
は
戻
す
と
い
う
形
な

の
か
。
ま
た
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、

雇
用
だ
と
か
、
ど
う
い
う
状
況
が

見
込
ま
れ
る
の
か
。

　

産
業
観
光
課
長　

２
社
が
決
ま

っ
た
経
緯
は
、
１
社
は
数
年
前
か

ら
相
談
が
あ
り
、
や
っ
と
現
実
に

実
を
結
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

も
う
１
社
は
、
つ
い
最
近
問
い
合

わ
せ
が
あ
り
決
ま
っ
た
新
し
い
物

件
に
な
っ
て
い
ま
す
。
概
算
払
い

は
、
税
額
が
確
定
し
た
段
階
で
、

増
減
に
合
わ
せ
て
精
算
に
な
り
ま

す
。
雇
用
は
、
基
本
的
に
町
田
市

民
を
雇
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

い
う
思
い
は
計
画
段
階
で
明
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
実
際
の
雇
用
が
で

き
る
か
ど
う
か
は
、
こ
れ
か
ら
求

人
の
中
で
決
ま
っ
て
く
る
も
の
で
、

い
ず
れ
に
し
て
も
雇
用
は
ふ
え
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

委
員　

商
店
街
の
方
々
が
店
舗

を
維
持
し
て
い
け
ず
テ
ナ
ン
ト
に

な
り
、
そ
こ
に
チ
ェ
ー
ン
店
が
入

り
、
な
か
な
か
商
店
会
に
入
っ
て

く
れ
な
い
現
状
に
つ
い
て
、
支
援

や
、
ど
う
い
っ
た
形
で
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
し
て
問
題
解
決
に
つ
な
げ
て

い
く
の
か
。

　

産
業
観
光
課
長　

市
内　

の
商

４５

店
会
全
て
に
お
い
て
都
合
２
回
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

次
年
度
以
降
に
対
応
策
を
商
店
会

と
と
も
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

商
店
会
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
応

援
事
業

　

委
員　

返
還
に
至
る
背
景
に
つ

い
て
。

　

保
健
所
次
長　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
で
す
と

か
肝
炎
の
検
査
等
に
関
す
る
費
用

と
い
う
こ
と
で
、
見
込
み
よ
り
も

若
干
検
査
数
が
少
な
か
っ
た
と
い

う
事
情
等
が
あ
り
ま
す
。

　

委
員　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
が
最
近
ふ
え
て

い
る
と
聞
く
が
、
町
田
管
内
で
は

ど
う
か
。

　

保
健
所
次
長　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
関
し

て
は
、
医
療
機
関
か
ら
発
生
届
と

い
う
形
で
保
健
所
に
届
け
が
参
り

ま
す
が
、
管
内
の
医
療
機
関
で
最

近
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
報
告
は
、
市
の
保

健
所
に
は
挙
が
っ
て
い
な
か
っ
た

か
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

保
健
所
の
検
査
で
も
Ｈ
Ｉ
Ｖ
陽
性

の
方
と
い
う
の
は
、
最
近
見
ら
れ

て
は
い
ま
せ
ん
。

　

委
員　

基
本
的
に
対
前
年
に
比

べ
て
受
給
者
が
少
な
か
っ
た
と
い

う
捉
え
方
で
い
い
の
か
。

　

生
活
援
護
担
当
課
長　

当
初
見

込
み
よ
り
も
給
付
金
が
少
な
く
な

っ
た
事
実
は
あ
り
ま
す
が
、
伸
び

率
を
見
て
多
目
に
見
積
も
っ
て
い

る
部
分
が
あ
り
、
多
少
毎
年
返
還

が
生
じ
る
形
で
申
請
手
続
、
返
還

手
続
等
を
国
、
都
に
行
っ
て
い
る

の
で
、
決
し
て
受
給
者
が
減
っ
た

と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

委
員　

受
給
者
が
対
前
年
ど
の

ぐ
ら
い
伸
び
て
い
る
の
か
。

　

生
活
援
護
担
当
課
長　
　

年
度

１６

末
で
、延
べ
５
５
１
７
世
帯
、２
・ 

９
％
世
帯
数
と
し
て
は
増
加
し
て

い
ま
す
。
受
給
者
数
は
７
８
０
３

人
、
人
数
で
１
・
７
％
の
増
、
単

身
者
世
帯
が
か
な
り
増
加
し
て
い

る
と
見
込
め
る
と
思
い
ま
す
。

生
活
援
護
費
国
庫
支
出
金
返

還
金

審審審審審審審審審審審査査査査査査査査査査査かかかかかかかかかかかららららららららららら 平成28年度決算（一般会計・特別会計）
　・平成28年度病院事業会計決算を審査

　本定例会では、決算についても各常任委員会で審査しました。各常任委員会では活発に質疑が行われ、決算審
査の結果「認定すべきもの」と決し、多数の意見が付されました。

９月29日の本会議において、下記の決議が全員一致をもって可決されました。
委員会提出議案第3号
「決算審査における意見に対する回答を求める決議」
　今後、決算審査において付される意見については、いかに対応し、また、改善したのか、その上で
次年度の予算編成にどのように反映されたのか、毎年６月定例会の告示日に書面で回答を提出するよ
う求める。　
　以上、決議する。

町田市長宛て

　

委
員　

こ
の
２
社
に
決
ま
っ
た

経
緯
を
教
え
て
ほ
し
い
。
ま
た
、

事
業
着
手
後
、
税
額
が
確
定
す
る

前
に
概
算
払
い
で
交
付
す
る
が
、

こ
の
概
算
払
い
で
減
っ
た
状
況
と

企
業
等
立
地
奨
励
事
業

　

保
健
所
運
営
事
務
費
の
感

染
症
予
防
事
業
費
国
庫
負
担

金
の
返
還　

総総総総総総総総総総総総総 務務務務務務務務務務務務務
９月８日・11日・15日・
29日に議案4件、請願 
１件、認定１件の審査
を行いました。健健健健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康康康康福福福福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉 ９月８日・11日・15日 

に議案４件、認定２件
の審査を行いました。

　● 障がい者支援センターにおいては、専門的対応が必須である。一般就労され
た障がい者が、勤務先をやめ戻った時のフォロー体制の充実を含めより一層の
市役所からの指導・研修・サポートをしっかりと行われたい。
　● 高齢者あんしんキーホルダーは、高齢者人口の約15．3％に行き渡っている。
寝たきりの方、施設入所の方を除く、約９万人への配布アプローチを実施され
たい。
　● 高齢者福祉センター（ふれあい館）の利用者数が全体的に減少している。方
策を取り利用者数の増加を図られたい。
　● 生活困窮者に対する就労支援による就労率の向上と就労後の定着率を更に努
められたい。
　● 成人健診事業の受診者数が、胃がんリスク検診のみならず全体的に減少して
いる。受診勧奨をすすめ、受診者数の増加に努められたい。
　● 乳がん検診、大腸がん検診の年齢の引き下げを図られたい。
　● わくわくワクチンへの登録者数は順調に伸びているが、アクセス数が伸び悩
んでいる。使いやすさ・内容の充実等を図り、アクセス数の向上にも努められたい。 
　● 介護保険事業会計において、保険料未納者への延滞金等の徴収強化が行われ
たが、生活実態に応じた指導を行い、無理な徴収は行わないよう取り扱われたい。
　● 要介護度改善ケア奨励事業の更なる改善を図られたい。
　● 後期高齢者医療事業会計において、保険料未納者への延滞金等の徴収強化が
行われたが、生活実態に応じた指導を行い、無理な徴収は行わないよう取り扱
われたい。
【認定第２号】
　● 当年度純損失336，838，094円に対し、医療の質を上げること、医師確保を 
行うこと、救急医療体制の充実を図ること等を踏まえ、経営安定を行うよう図
られたい。
　● 企業債の融資資金を見ると、利率2．1％台が多い。市と連携し、引下げの協 
議を検討されたい。

など計16件の意見を附帯決議として付しました。

決算審査（健康福祉）
認定すべきものと決定

　● 電力自由化に伴い、契約の見直しや自然エネルギーを供給源としたエネルギ
ー利用を促進しながらＬＥＤ化なども合わせて公共施設の光熱費削減に努めら
れたい。
　● 入札参加者の選定に係る市内事業者及び準市内事業者の取り組み基準を定め、
営業実態のない市内事業者・準市内事業者の参入を防ぎ、本来の意味での市内
の経済循環や市内業者の育成に努められたい。
　● 広報活動については、メディアで取り上げられた内容をＨＰやＳＮＳと連動
させるなど、より一層の効率的な発信をされたい。
　● 総合案内のサービスについては、目標を高く設定し、更なる市民満足度の向
上に努められたい。
　● 個別の事業目的に使途をうたった「ふるさと納税」に関しては、その収支の
バランスを図られたい。
　● 公共施設再編計画については、短期実行計画の対象となっている直営43施設
も含めて市民と丁寧な合意形成を基本にすすめられたい。
　● 業務改革・改善の取り組みについては、横のつながりが重要である。今後も
継続してファシリテーターの育成をされたい。
　● 技能功労者表彰については、技術者にも事業者にとってもより魅力的な制度
になるよう、また受賞者本位の会となるよう改善を図られたい。
　● 農地あっせん事業で新規に貸し出せる農地が少なくなっているとの事、遊休
農地解消と耕作者が働きやすい環境づくりに向けて努力されたい。
　● 農地・農道整備に水路整備を加え、要望対応はもとより、「町田市北部丘陵
活性化計画アクションプラン」などで市も主体的に計画、整備を促せられたい。
　● 新・元気を出せ商店街事業補助金については、明白に商店街の発展につなが
る事業内容に転換されたい。
　● 観光案内については、市外来訪者や外国人観光客にとって、町田の魅力が伝
わり、かつ相談しやすいよう、駅前での案内方法により工夫されたい。

など計26件の意見を附帯決議として付しました。

決算審査（総務）
認定すべきものと決定

　町田市議会のホームページ、市
庁舎３階の議会図書室又はお近く
の図書館でご覧いただくことがで
きます。
（本定例会の会議録は、１１月末に
完成予定です。）　

町田市議会の
会議録


